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JETプログラム参加者オリエンテーション
災害への備えについて（流れ）
１　導入
- 自己紹介
- 協会の紹介　協会情報誌2019年8-9月号
・今年2019年で設立30周年記念。外国人県民と日本人との交流イベントや、日本語サポーター（ボランティア）による外国人の日本語学習の支援を行い、岩手県に住む外国人の方が安心して住めるよう、県や市町村と協力して事業をしています。
・その中の一つとして、災害時に言語支援を行う取組をしています。英語や中国語で対応できるボランティアの育成に取り組んでいます。現在、災害時の多言語サポーターは県内に32名います。

２　岩手で起こりうる災害について
- 場所と災害の種類について
[bookmark: _GoBack]　・地震、津波、台風、大雨・洪水・がけ崩れ、火山噴火…

３　東日本大震災と現状について　冊子P42,43,44
- 東日本大震災は知っていますか？知っていることは何ですか？
 - 何が起きたか
・（沿岸被災地）地震 ～しばらくして津波、（内陸）地震
・インフラの不通～復旧まで
・８年経過した現在、道路は復旧しているが、現在も、約1,500人が仮設住宅に住んでいます。
- 自分が住む町で起こる可能性がある自然災害について、正しく知り、適切に行動することで、「怖くない」。

４　災害への備え　Disaster Preparation Checklist
- 準備してこう
（参考）　補足事項
・非常持ち出し袋の例
・ハザードマップ
・避難所についての説明
-　自分の赴任先についたら、自分の住所（家、職場）　ハザードマップの確認　避難所　連絡先 の確認を必ずしてください。（職場の人に必ず確認してください）

＜配布資料＞
　在住外国人の3.11、災害から身を守るために、協会情報誌8-9月号、Disaster Preparation Checklist
